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平成26年「市長と農業委員が語る会」
　２月19日（水）、今年で14回目となる「市長と農業委員
が語る会」が、五所川原市民学習情報センターにおいて、
市から平山誠敏市長、島谷経済部長を招き、斎藤靖裕農
業委員会会長をはじめ、関係者42名が出席し開催されま
した。
　今回の語る会は、来年度から始まる新たな農業・農村
政策について、東北農政局青森地域センターから講師を
招き研修会を開催し、今後の五所川原市農業の方向性を
見出すため、農業者の利益代表機関として開催している
ものです。
　語る会では、市長から新たな国の農業政策に対する市
の対応について、農業者の不安を払拭するためにも、情
報伝達を迅速かつ適確に行い、適切な戦略作物等への取
り組みを支援する、また「人・農地プラン」を活用して、
農地の拡大をはじめ分散農地の集約化などの情報収集に
努め、農地利用の最適化を図っていくことなどの意見が
ありました。
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。
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主催者を代表してあいさつする田中会長

講演する土佐竜一氏

第54号第54号第54号第54号

H26H26H26H26
3/13/13/13/1

1111

2014201420142014
3/13/13/13/1

第54号第54号第54号第54号



農地部会長
業務報告

農地部会長
業務報告

農地部会長
業務報告

農地部会長
業務報告

農業振興部会長
業務報告
農業振興部会長
業務報告
農業振興部会長
業務報告
農業振興部会長
業務報告

食と農の講演会

五所川原市
農業委員会平成26年第１回総会五所川原市
農業委員会平成26年第１回総会

りんご農家の皆様へ 【報告内容要約】
１　農地部会　13回開催
２　農地権利移動に関する事項
　　①農地法第３条許可
　　　件数　159件（田　109件　畑　50件）
　　　面積　1,074,967㎡（田　894,781㎡　畑　180,186㎡）
　　②利用集積公告
　　　件数　466件（田　427件　畑　39件）
　　　面積　3,498,634㎡（田　3,360,232㎡　畑　138,402㎡）
　　③農地移動適正化あっせん事業による権利移動
　　　件数　95件（うち農地保有合理化事業　48件）
　　　面積680,130㎡（うち農地保有化合理化事業300,560㎡）
３　競売・解約に関する事項
　　①競売適格証明書交付　　　　　件数　　17件　　面積　　157,858㎡
　　②競売農地法第３条許可　　　　件数　　11件　　面積　　139,919㎡
　　③農地法第18条合意解約受理　　件数　　90件　　面積　　660,404㎡
４　農地の転用に関する事項
　　①農地法第4条許可　　　　　　　件数　　12件　　面積　　　7,910㎡
　　②農地法第5条許可　　　　　　　件数　　18件　　面積　　25,779㎡

平成26年度農作業労働賃金・機械賃借料を下記のとおり設定しました。
農業経営の参考としてお役立てください。

【報告内容要約】
１　農業振興部会について
　　①12回開催　　

　　②審議内容　議案３件　協議案４件　報告13件
２　認定農業者数について

　　平成25年12月31日現在で533名（対前年比６名増）
３　農業者年金について
　　①経営移譲年金申請
　　　受付件数、裁定件数０件　現在受給者数825名
　　②老齢年金申請受付件数９件、
　　　裁定件数９件（新法５件、旧法４件）
　　　現在受給者数119名
　　③農業者年金資格取得届等件数
　　　新規加入２件、資格喪失１件
　　④新制度被保険者数40名
　　　（通常加入者22名、政策支援加入者18名）

　市農業委員会の平成26年第１回総会が１月22日
（水）、五所川原市民学習情報センター会議室で開催
されました。
　総会では、「平成25年農業委員会事業経過報告」を
し、続いて徳田長弘農地部会長並びに寺田幸光農業
振興部会長が、平成25年中に開催した各部会での
「業務報告」を行いました。次に、議案第１号「平
成26年農業委員会事業計画（案）について」（土地対
策、人と経営対策、広域対策における各事業）、同２
号「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書の審査に
ついて（平成26年１月１日現在）が提案審議され、
原案どおり可決し閉会しました。

１　果樹共済加入促進事業
市では、平成26年産の「りんご共済」の加入者に対し、
掛金の一部を助成する事業を実施しています。
農業を営むうえでは、自然災害は必ずついてまわり、損
害を受ける可能性があります。共済の掛金も必要経費と
とらえ、これを機に果樹共済に加入しましょう。

■りんご共済の紹介
●特定危険方式（被害限定補償）
・風プラン…………暴風雨が対象
・ひょうプラン………ひょう害が対象
・霜プラン……………凍霜害が対象
・風・ひょうプラン…暴風雨とひょう害が対象
・風・ひょう・霜プラン…
　　　　　　　暴風雨・ひょう害・凍霜害が対象

※暴風雨は最大風速13.9m/毎秒以上または最大瞬間風速20.0m/毎秒
以上の風害による、落果及び樹上損傷の被害が対象になります。
●総合短縮方式（平成26年から新規導入）

　　・災害の種類……鳥獣害・凍霜害・カラマツ・日焼け・ひょう害・
　　風水害・病虫害等
※責任期間は、特定危険方式、総合短縮方式とも発芽期から収穫期
まで約８ヶ月間。

■助成割合及び助成方法
りんご共済全プランの掛金部分を一律10％助成します。
掛金等全額を共済組合へお支払いください。その後市から
共済組合を経由して、掛金の一部を還付します。
■加入申込期間　平成26年３月25日（火）まで
■問合せ先
・共済制度／
　津軽広域農業共済組合果樹課　TEL33-1513
・助成事業／
　市役所農林水産課　TEL35-2111（内線2516）

「日本の農業を取り巻く食糧・食事事情を考える」
　12月20日（金）五所川原市民学習情報センターにおいて、市認
定農業者協会（会長＝田中節雄）と市農業委員会（会長＝斎藤
靖裕）が講師に高田式久、農学博士を招き「日本の農業を取り
巻く食糧・食事事情を考える」と題し講演会を開催しました。
　当日は関係機関含めて100人程の市民が高田氏の講演に聞き
入っていました。講演の中で日本は農業国ではなく、農産物の
輸入国であり、世界との農業規模が違いすぎているため、単純
なコスト競争はどう考えても勝てない。これからは質を担保す
る農産物生産と流通の転換が必要であると訴えていました。
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金額（円）
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5,400
5,400
5,400
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5,400
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5,400
5,500
5,400
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作　　業　　別
▼農作業労働賃金（平成26年４月から適用）

▼農業用機械賃借料（平成26年４月から適用） ※金額は消費税込み
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葉 た ば こ 調 製
一 般 農 作 業
水 田 一 般 作 業
畑 一 般 作 業
大型機械オペレーター

田　　　植
稲　　　刈
乾 燥 運 搬
脱 穀 調 整
薬 剤 散 布
りんご剪定
りんご受粉
りんご摘果
りんご袋掛
りんご収穫
選 果 荷 造
薬 剤 散 布

4,800（1回掛）

4,800（1回掛）

4,000（2回掛）
4,000（2回掛）
8,000
12,500
8,500
8,500
13,000
14,000
8,000

3,000（モアー）
3,000

1,000（間隔8m）
2,500（100m）

14,000～20,000

300（1梱包）
300（1梱包）
基盤整備区域内

5,500
25

２回掛は双方相談
基盤整備区域
外は双方相談

基盤整備区域
外は双方相談

高低差により
双方相談

基盤整備区域
外は双方相談
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用
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ラ
ク
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コ
ン
バ
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ン
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ハ ー ベ ス タ

牧 草 刈 り 取 り
プ ラ ウ
サ ブ ソ イ ラ ー
溝 掘 機

レーザーレベラー

稲 わ ら 梱 包
牧 草 梱 包
田 植 機
（側条田植機は500円増）

あぜぬり機

ロールベーラー
反転・集草・梱包
10a当たり

オペレーター付
１m当たり（片側）

畑 耕 起

田 耕 起

田 荒 か き
田 代 か き
荒かき～代かき
耕起～代かき

バ ラ 刈 り
結 束 刈り
麦 刈 り

10a当たり
オペレーター付
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平成26年3月現在平成26年3月現在平成26年3月現在平成26年3月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。価格等の条
件は交渉できる場合もあります。農地の位置図もありますの
で興味のある方は、事務局農地係へご連絡ください。

※農地を売りたい貸したい方、買いたい借りたい方は、農業委員会にご相談ください。

持子沢字三原
高野字北原
高野字柳田
前田野目字長峰
羽野木沢字隈無
原子字紅葉

毘沙門字上熊石

金木町川倉宇田野
金木町芦野
梅田字福浦
飯詰字狐野
飯詰字桜田
金木町嘉瀬萩元
金木町芦野
下岩崎字尾花原
下岩崎字駒返
金木町嘉瀬上端山崎
長富字鎧石
小曲字沼田
神山字山越
神山字山越
金木町嘉瀬駒留
金木町嘉瀬駒留
金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本

金木町喜良市坂本

高瀬字鷹ﾉ爪
原子字山元
金木町芦野
俵元字松代
原子字紅葉
豊成字田子ﾉ浦

金木町嘉瀬雲雀野

金木町喜良市坂本
金木町喜良市坂本
金木町芦野
金木町芦野

原子字志多

金木町芦野
桜田字鴻ﾉ巣

飯詰字森越

毘沙門字中熊石

金木町嘉瀬雲雀野
金木町嘉瀬萩元
持子沢字笠野前

持子沢字隠川

金木町嘉瀬雲雀野

田

畑
畑

畑

畑
畑
畑
畑
田
畑
田
田
田
田
田
畑
畑
田
田
田
畑
畑
畑

畑

田
畑
畑
田
畑
田

畑

畑
畑
畑
畑

田

畑
畑

田

田
畑

田

畑

田

済

未

未
未
未
未
未

未
済
済

済

済

無

無

有

139.50
4.00
53.10
20.00
65.80
19.40

27.90

11.30
19.80
30.10
24.90
31.30
3.50
40.80
22.05
19.13
30.99
65.00
8.50
63.20
73.09
1.70
3.92
19.17
13.63
13.71

25.90

25.27
31.66
9.50
0.67
32.54
2.15

8.41

19.50
10.61
9.10
15.62

0.72

10.39
4.84

23.00

59.93
6.22
3.07
1.16
5.89
31.21
49.58
30.80

休耕田

原野化
休耕畑

休耕畑

休耕畑
休耕畑
りんご
休耕畑

休耕畑
休耕畑
麦
麦
水稲
水稲
休耕畑
りんご
休耕田
水稲
水稲
休耕畑
休耕畑
休耕畑

休耕畑

そば
休耕畑
休耕畑

休耕

休耕畑

休耕畑
休耕畑
休耕畑
休耕畑

休耕

野菜
休耕畑

転作作物

水稲
休耕

休耕田

プルーン
りんご
りんご
水稲

55万円
(応相談)

標準
15万円(応相談)

交渉次第

30万円
1万円
1.2万円
標準
標準
5.5万円
交渉次第
20万円
20万円
全部で米4俵
交渉次第
無償貸与

売渡20~25万
貸付交渉次第

交渉次第
交渉次第
5千円~1万円
5千円~1万円
5千円

応相談

15万円
無償貸与
応相談

応相談

応相談

応相談
応相談
交渉次第
交渉次第

交渉次第

交渉次第
交渉次第

2.7万円(平均的
な賃料希望)

H26から(応相談)
応相談

応相談

貸借10a当り11,000円
売買価格25万円   
貸借10a当り11,000円
売買価格65万円   
貸借10a当り11,000円
売買価格50万円   

売渡価格20万円相談に応じる

売渡

貸付
売渡

貸付
売渡
売渡
貸付
貸付

貸付

売渡
売渡

売渡

貸付
売渡
貸付

売渡
貸付

売渡
売渡
貸付
貸付
貸付

売渡
貸付

売渡
貸付
売渡

売渡
貸付

売渡
貸付

売渡
売渡
貸付
売渡

売渡
貸付

売渡
売渡

貸付

売渡
貸付

売渡

売渡
売買

売渡

35

52
61

69

76
79
80

89

94
97

98

101
105
107

108

117
118
120
121
122

123

124
125
126

127

128

129
130
131
134

135

138
139

140

142

143

146

147

受付
番号 区分 農地所在 地目 ほ場

整備
面積
（a）

10a当り
希望価格

利用
状況

各種申請書の受付締め切り日について各種申請書の受付締め切り日について
　当委員会では各種申請書の受付締め切り日を次のよ
うに設定しています。
◎農地法第４条申請書、第５条申請書
•農地を農地以外のものとして使用する場合
　例：住宅建築・車庫・店舗
　毎月末日締め切り（末日が市役所閉庁日の場合は翌日）

◎農地法第３条申請書、農用地利用集積計画書の同
意、競売・公売買受適格証明願
•農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売
の入札に参加する場合
　毎月５日締め切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌日）

◎あっせん申出書
•あっせんにより農地を貸借・売買する場合
　毎月15日締め切り（15日が市役所閉庁日の場合は翌日）

【問い合わせ先】
市農業委員会農地係　℡35－2111　内線2776

※許可のポイント、申請から許可までの流れ、必要書
　類一覧表等については、農業委員会に備えています。

1/1
1/1
1/11/1
H24H24H24H24 4444
第41号第41号第41号第41号

○平成26年３月 農地部会・農業振興部会
【３月20日（木）】
場所：五所川原市民学習情報センター

○平成26年４月 農地部会・農業振興部会
【４月22日（火）】
場所：五所川原市民学習情報センター

※法令により総会・部会等の会議は公開されております。
また、会議録は農業委員会事務局にて縦覧できます。

【問い合わせ先】
市農業委員会  ℡ 35－2111  内線2772

　農林水産省経営局長通知に基づいた、担い手の育成、
担い手への農地の利用集積、耕作放棄地の解消、適正
な農地管理等を目指した農業委員活動の点検・評価
（案）、平成26年度の活動計画（案）について、皆さんか
らの意見を募集します。
◇募集期間　平成26年２月28日（金）～３月31日（月）
◇対　　象　市内農業関係等
◇縦覧場所　農業委員会事務局（市庁舎）３階、農業委

員会金木支所（金木総合支所庁舎）、農業
委員会市浦支所（市浦総合支所庁舎）

◇意見の提出方法　縦覧場所に備え付けの用紙に記入
の上、郵送または担当者に提出ください。
◇意見の取り扱い　寄せられた意見等については、農
業委員会の考え方を付し、農業委員会だよりで公表
します。

※そのほか、ご不明な点等ございましたら下記まで問い合
わせ先までご連絡ください。

【問い合わせ先】市農業委員会　℡35－2111（内線2771）

意見募集

3/1
3/1
3/13/1
H26H26H26H26 4444
第54号第54号第54号第54号


